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NY マーケットレポート（2019 年 8 月 19 日）  

 

出所：SBILM 

NY 市場レポート 
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ダウ平均株価は 3営業日続伸 

米株式市場は、米国がファーウェイに対する制裁措置の一部猶予をさらに 90 日延期したとの報道が好感され、

主要株価は序盤から堅調な動きとなった。さらに、中国人民銀行が企業の資金調達支援に向けた改革を進め

ているとの報道や、ドイツ財務相が危機時には財政出動が可能と示唆するなど、各国が金融緩和や財政出動

を進めるとの期待感が広がったことも押し上げ要因となった。ダウ平均株価は 249 ドル高で終了し、3 営業

日続伸、ハイテク株中心のナスダックは 106 ポイント高で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドルは主要通貨に対して底固い動き 

欧州時間に米 10 年債利回りが 1.5673％から 1.6233％まで上昇したことを受けて、ドル/円は欧州市場中盤に

かけて 106.69 まで上昇したが、その後 10 年債利回りが伸び悩んだことから反落したものの 106.46 までの下

落に留まるなど堅調地合いを維持した。米国が中国のファーウェイに対する制裁措置の一部猶予の期間をさ

らに 90 日間延長すると決めたことが好感されたほか、米財務省による 50 年債、100 年債の発行を検討との

報道も米長期金利の低下一服につながり、投資家の債券買いの需要が後退、リスク資産である株式市場への

資金流入の動きが見られるなど NY 株式市場の上昇もリスク選好の動きを高めることにつながった。またアル

ゼンチンなど新興国通貨に対するドル堅調地合いも見られ、ドル/円は NY 市場終盤にかけて 106.67 まで上昇

した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 
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週明け 19 日のルーブルは対ドルで 66.8325 ルーブル、対円でも 1.5929 円と対ドル、対円でルーブル安と下

落した。米長期金利の上昇や欧米株上昇などリスク選好の動きが鮮明となる中、投資家のドル買い需要が優

勢となった影響からルーブルは一時、対ドルで 67 ルーブル台まで売られる場面も見られた。 

 

ドル建のロシアRTS株価指数は 7.72Pts高の 1,247.53Pts と 4日ぶりに反発したほか、MOEX指数 2,648.09Pts 

(32.89Pts 高）と 5 日ぶりに反発した。中国やドイツの景気刺激策を巡る思惑に加え、ブレント原油の上昇

や米長期金利の上昇などリスク選好ムードが相場の上昇を牽引した。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 4.0665 レアルと対ドルで続落したほか、対円でも 26.216 円と反落、レアルは対ドル、対

円で下落した。ブラジルの 8 月 IPG－M インフレプレビューが予想を下回ったことでブラジルの追加利下げ観

測が高まったことが影響したほか、アルゼンチン問題の影響もあり、ブラジルの市場終了後には 5/21 以来 3

ヵ月ぶりの安値となる 1ドル＝4.0754 レアルまで下落するなど軟調な値動きとなった。 

 

ボベスパ指数は 337.11Pts 安の 99,468.67Pts と反落した。中国の景気対策や独の財政支出による景気刺激策

などを好感して続伸したもののアルゼンチンの影響もあり、戻り売りに押される中、金融株の売りも株価下

落に影響した。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま
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